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[A03] メディアとは

‣ メディアはメッセージを伝えうる (渡邉) 

‣ 受発信で思考を外部につなげる状態になること 

‣ メディア化 ⇔ 非メディア化 

‣ 常にメディアなものはない, 状況で変化する 

‣ メディア化の推進 

‣ 思考のつなぎの生成 (メディア学部の本質)
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[A15] メディア実装 (2025渡邉)

‣ メディア実装 

‣ 「複数分野の研究開発と実社会を結びつけて活性化し, 
　社会に有益な物事として実現すること」
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[A04+] メディア・サイクル
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メディア学は3コースを横断することで本領発揮できる

場(社会コース)
異なる分野の人々が 
集結するきっかけ

表現(コンテンツコース)
思考交流の中で 
生まれる試行錯誤

創発(技術コース)
相乗効果と偶発で 
発生する融合分野

過去の創発が 
次世代の場へ

思考のつなぎ 
メディア化促進

各分野の融和

出力・共有

記録・蓄積

維持・継承



本日のテーマ

‣ 思考の入出力とフィードバックによる研磨
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個人の思考と交流

‣ 個人の思考の発見 [A02] 

‣ 各自の思考を共有する → 社会の形成 [A03] 

‣ Q. 自分は自分の考えを理解しているか？ 

‣ A. 思うほどできていない 

‣ 個人を尊重する前提として, 自分の思考の理解を深めることが第一歩
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ノート1 - 思考の出力と入力
‣ 思考の可視化・整理（出力） 

‣ ノートの出力から得るセルフフィードバック（入力）
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自分の思考を出力 
イメージ・構成・表現

あいまいな 
自分の思考

頭の中

ノート

ノートを見る

ノートを書く



ノート2 - 思考の更新と研磨
‣ ノートを通して自分の思考の理解が進む（再帰） 

‣ 再帰を繰り返し自分の考えを表現する適切さを増す（表現力の向上）
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よりクリアな出力 
自分らしい良い表現

クリアになる 
自分の思考

頭の中

ノート

繰り返し見る

繰り返し書く



ノートとサイクル
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場
異なる分野の人々が 
集結するきっかけ

表現
思考交流の中で 
生まれる試行錯誤

創発
相乗効果と偶発で 
発生する融合分野

過去の創発が 
次世代の場へ

思考のつなぎ 
メディア化促進

各分野の融和

出力・共有

記録・蓄積

維持・継承

場に参加するきっかけ
伝わりやすい出力



まとめ
‣ 個人の思考は大切なものながら不明瞭である 

‣ 意識的に自分自身の考え方の理解を深めたほうがよい 

‣ ノート 
‣ 思考の再帰（アウトプットと再インプット） 

‣ 繰り返しによる自分自身の確認・更新 

‣ 思考を他者に伝える力も向上サイクルに入りやすくなる 

‣ メディア実装においては… 

‣ 伝わるものづくりをしようにも, 伝えたいことがわからない状況を解消する
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本日の談義・考察一助

a. ノートは抽象的な概念であり再帰的入出力ができればよい.  

具体的な出力手段を挙げてほしい 

b. ノートの障害となりうる課題はあるだろうか 

c. ノートを効果的に更新と研磨できる工夫を考えたい 

d. ノートはどのようにメディア実装に寄与するだろうか
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次回予定

メディア実装の基礎2 
主客の交差と相互作用「メッセージング」
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